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知的障害者を対象とした障害者スポーツに関する研究 

 

小林 俊一 

 

I 問題 

野村・阿閉（2000）は，全国の障害者スポーツ

団体の活動内容について調査を行い，競技型スポ

ーツに偏っている傾向にあると報告している。さ

らに，競技力向上や技術の向上を目的に活動して

いる団体が多くを占めている結果となっている。 

また，知的障害者のスポーツ活動への参加率は，

肢体不自由者に比べると低く，特に学齢期を過ぎ

るにつれて参加率が低くなっていくことが明らか

になっている（高畑・武蔵，1997；安田ら，2006）。 

1994 年に知的障害者を対象にスペシャルオリ

ンピックス日本が設立され，47 都道府県に地区組

織し，様々なスポーツ活動を継続的に提供してい

る。健康や体力増進，スキルの向上を促進，多く

の人々との交流によって社会性を育くむ機会を提

供することにある。週１回以上，８週間の期間を

区切りとして練習会を実施し，練習会の成果を発

表する場として競技会を開催している。競技会で

は，性別・年齢・競技能力といったものを基準に

組み分けを行い，競技能力が同程度の競技者同士

が競い合うためのディビジョニングという独自の

ルールを設定している。 

木谷（1997）は，スペシャルオリンピックス日

本の活動が一般に知られるようになり，参加する

アスリートは確実に多くなっているが，利用した

い時間に利用できる施設の開放，活動を支えるボ

ランティアの増員と専門的な知識を持った指導者

の充実，知的障害者がかかわるさまざまな団体と

の連携が課題であると述べている。 

II 目的 

スペシャルオリンピックス日本を対象に，参加

のきっかけ，アスリートの実態，アスリートの保

護者とボランティアコーチの情報交換の機会など

を明らかにし，アスリートの保護者とボランティ

コーチが考えるスポーツ活動の違いを検討する。 

III 方法 

１ 対象 

スペシャルオリンピックス日本新潟・東京・愛

知サッカープログラムに参加しているアスリート

の保護者 110 名及びボランティアコーチ 80 名を

対象とした。 

２ 質問紙調査 

野村（2000），安田ら（2006），奥田ら（2006）

を参考にして，質問紙項目を作成し，予備調査を

行い，質問紙郵送法により調査を行った。  

調査期日 平成 22年 7月 4日～9月 6日 

IV 結果 

１ 回収結果 

 アスリートの保護者 73 部（回収率 66％），ボ

ランティアコーチ 33 部（回収率 41％）であった。 

２ 参加のきっかけ 

スペシャルオリンピックス日本に参加したきっ

かけは，余暇の活用 42 人，体力づくり 30 人，得

意なものを見つける 25 人，スポーツが好きだか

ら 20 人，家族や仲間との交流 15 人，大会に出て

みたい８人，その他４人であった（図１）。 

３ アスリートの実態 

 アスリートは，小学生 18 名（25％），中学生

17 名（23％），高校生 18 名（25％），社会人

20 名（27％）であった。 

  

図 1 活動参加のきっかけ（複数回答ｎ＝73） 
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スペシャルオリンピックス日本に参加したアスリ

ートの健康・体力の増進について保護者は，走る

速度の向上，体重の減尐などがみられたとの回答

が多かった。 

スキルの向上については，ボールをける，追い

かける，ドリブルをすることができているアスリ

ートは多かったが，複数で行う活動は一部のアス

リートのみができるという結果であった（図２・

３）。ディビジョニングによるクラス分けは，合

っている 58％，合っていない 42％であった。 

社会性の向上について保護者は，アスリートと

ボランティアコーチの交流が充実していると感じ

る 83％，感じないが 17％であった。アスリート

同士の交流が増えたと感じるが 77％，感じないが

33％であった。また，保護者は健常者団体との交

流，団体内での交流，練習試合や大会への参加も

チャレンジしてみたいと感じていた。一方，練習

試合や大会への参加を考えているボランティアコ

ーチが多い結果となっていた。 

４ 保護者とボランティアコーチの情報交換 

ボランティアコーチとの意見交換の場があると

した保護者は 45％，ない 55％であった。ボラン

ティアコーチの考えを聞きたい保護者は 78％，あ

まり聞かなくてもよい 22％であった。保護者の意

見を聞きたいボランティアコーチは 85％，あまり

聞かなくてもよい 12％，聞かなくてもよい３％で

あった。 

保護者の自由記述において，「全体的に高機能

のアスリートが多くなってきていて，障害の程度 

 

図２ 保護者から見たアスリートの 

サッカースキル（ｎ＝73） 

が重たい子の参加がしづらい」「ボランティアコ

ーチの考えが本来のスペシャルオリンピックスの

目的と異なっている」「本当に障害者を中心とし

て考えているとは思えない」という意見があった。 

５ 保護者の負担と必要な支援 

保護者の負担については，施設までの移動が大

変 26名，用具が高価で経済的負担が大きい 21名，

介助ボランティアの確保 16 名，家族への負担 16 

名，プログラムがあっていない 16 名，指導者が

いない 13 名，アスリートの健康管理７名，施設

がバリアフリーでない２名であった。 

ボランティアの人数については，多い，やや多

いが 16％，丁度いい 28％，やや尐ない 33％，尐

ないは 23％であった。 

V 考察 

１ プログラムの細分化とディビジョニング 

アスリートのスキルの実態から，一人でボール

をけることやドリブルを行う第一段階，仲間とパ

スを行う第二段階，ルールを守って試合に参加す

る第三段階に分けることができる。現在の活動で

は，第一段階はおおむね達成されているが，第二

段階，第三段階とレベルが上がるにつれてできる

アスリートは限られてくる。 

この段階にそって練習メニューを設定し，試合

におけるディビジョニングを行う必要がある。 

２ アスリート同士や健常者団体との交流 

アスリートとボランティアコーチの交流はでき

ており，さまざまな職種や経験を持つボランティ 

 

図３ ボランティコーチから見たアスリートの 

サッカースキル（ｎ＝33） 
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アコーチや幅のある年代のアスリートが交流して

いる。しかし，地域の健常者のサッカーチームと

の幅広い交流については，充実までには至ってい

ない状況が考えられる。 

３ ボランティアコーチと保護者の話し合い 

アスリートの実態のとらえ方については，保護者

とボランティアコーチとの間に大きな差はみられな

かった。 

しかしながら，重度のアスリートの参加，ボラン

ティアコーチの考え方への疑問などが保護者の自由

記述でみられた。今後の活動内容や方針，アスリー

トとのかかわり方について，保護者とボランティア

コーチが今まで以上に情報を交換していくことが必

要だと考える。 

４ 保護者の負担の軽減 

活動を行う上で困っていることについての結果か

ら，多くのアスリートが継続的に活動に参加してい

くためには，施設までの移動に福祉バスを使用する，

同地域のプログラムの細分化によって活動を充実す

る，プログラムの拡大を行っていくなどが必要であ

る。保護者の負担を軽減することは，参加アスリー

トのさらなる増加につながると考える。 

５ ボランティアコーチの確保 

ボランティアコーチも保護者も，ボランティアコ

ーチが尐ないと感じており，増員を望んでいる。 

そのためには，スペシャルオリンピックス日本の

活動を多くの人に知ってもらう必要がある。たとえ

ば，活動を知ってもらうための説明会やバザーなど

のイベント等を特別支援学校や通常の学校などで実

施していくことが考えられる。その際，アスリート

や保護者・ボランティアコーチが実際に体験を話し

てもらい，興味を持ってもらえるようにしていくこ

とも重要である。 

６ 保護者とボランティアコーチの見方・考え方の

違い 

サッカースキルの実態のとらえ方の違いについて

ボランティアコーチは，特にパスや試合への参加に

おいて保護者よりもできていないととらえている。 

その結果，練習や試合でのディビジョニングのク

ラス分けについても，保護者の 42％は合っていない

と回答していた。 

交流については，ボランティアコーチは試合への

参加を重視，保護者は健常者団体との交流を重視し

ていた。 

 これらの違いを乗り越えていくためには，保護者

とボランティアコーチがお互いの考えを話し合い，

理解し，協力していくことが重要であると考える。 

７ スペシャルオリンピックス日本の課題 

今後の課題をまとめると次の５点になる。①プロ

グラムの細分化とディビジョニング，②アスリート

同士の交流と健常者団体との交流の充実，③ボラン

ティアコーチと保護者が定期的に話し合いの場を設

けること，④保護者の経済面や移動面の負担の軽減，

⑤ボランティアコーチの確保を図っていくことであ

る。 

Ⅵ 今後の課題 

 本研究ではスペシャルオリンピックス日本の新

潟・東京・愛知の３県のサッカープログラムに限定

した結果であり，スペシャルオリンピックス日本全

体においての結果を今後明らかにしていくことが課

題である。 
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